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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス液晶表示装置及びその製造方法

(57)【要約】
【目的】  アクティブマトリクス液晶表示装置のゲート
配線およびドレイン配線に対して、配線表面で光が反射
されるのを防止する。
【構成】  行列方向に配置された複数の薄膜トランジス
タ素子と、各行ごとに薄膜トランジスタ素子を接続した
ゲート配線３と、各列ごとに薄膜トランジスタ素子を接
続したドレイン配線４を備えてなるアクティブマトリク
ス液晶表示装置において、前記ゲート配線３および前記
ドレイン配線４の上方に表面に溝が形成された被覆層６
を設けてなることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  行列方向に配置された複数の薄膜トラン
ジスタ素子と、
各行ごとに薄膜トランジスタ素子を接続したゲート配線
と、
各列ごとに薄膜トランジスタ素子を接続したドレイン配
線と、
前記ゲート配線および前記ドレイン配線の上方に設けら
れ、表面に溝を有する被覆層と、を備えることを特徴と
するアクティブマトリクス液晶表示装置。
【請求項２】  前記溝は一方向に平行に形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載のアクティブマトリク
ス液晶表示装置。
【請求項３】  前記溝の方向は、黒色表示させた時に、
外光が前記被膜層に達した場合の光の最大振幅方向に直
角方向に形成されていることを特徴とする請求項１に記
載のアクティブマトリクス液晶表示装置。
【請求項４】  前記被覆層の硬度は、配向膜層より硬度
が低いことを特徴とする請求項１に記載のアクティブマ
トリクス液晶表示装置。
【請求項５】  前記被覆層上の溝は、１ミリメートル当
り１０００から５０００本の平行な溝を等間隔に付けた
平面格子であることを特徴とする請求項１に記載のアク
ティブマトリクス液晶表示装置。
【請求項６】  配向膜を成膜後、配線の被覆層を成膜す
る工程と、
配向膜層と被膜層を一緒に配向処理することにより、前
記被覆層の表面に溝を形成する工程と、を備えることを
特徴とするアクティブマトリクス液晶表示装置の製造方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は薄膜トランジスタ
（以下、ＴＦＴと略記する）素子を用いて駆動するアク
ティブマトリクス液晶表示装置の配線構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のアクティブマトリクス液晶表示装
置は、ＴＦＴのゲート、ソース、ドレインの各電極に接
続された配線は、アルミ等の金属で形成された単層配線
構造であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述した従来
のアクティブマトリクス液晶表示装置では、配線がアル
ミ等の金属からなる単層配線であるため、液晶表示装置
に外光があたると、ゲート配線、ドレイン配線表面で反
射がおこる。以下に図を用いて課題を説明する。
【０００４】アクティブマトリクス液晶表示装置の構成
を図６に模式的に示す。ブラックマトリクス、カラーフ
ィルターが形成された透明基板１４ａ（以下、上基板と
略記する）と、ＴＦＴ、ゲート配線、及び、ドレイン配
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線が形成された透明基板１４ｂ（以下、下基板と略記す
る）との間に、液晶材料１５が狭持されている。このよ
うに構成されたアクティブマトリクス型の液晶セルが一
対の上偏光板１６ａと下偏光板１６ｂに狭持されてい
る。さらに、外部には反射層１６ｃが設置されている。
反射層１６ｃは、アルミ、銀などの金属膜や、散乱性を
備えた樹脂層で形成されている。
【０００５】図７は光学軸を説明する図である。図７
（ａ）は各基板のラビング方向を表しており、すなわ
ち、図６の上基板１４ａのラビング方向１７ａ、下基板
１４ｂのラビング方向１７ｂである。図７（ｂ）は、各
偏光板の透過軸方向を説明する図面であり、上偏光板１
６ａの透過軸方向１８ａ、下偏光板１６ｂの透過軸方向
１８ｂを表わしている。ラビング方向１７ａと透過軸方
向１８ａは平行、ラビング方向１７ｂと透過軸方向１８
ｂは平行、ラビング方向１７ａと１７ｂはほぼ９０°で
ある。
【０００６】図７（ｃ）は、光の偏光方向を説明する図
面である。外光は偏光板１６ａを透過した後、偏光方向
は１９ａ方向となる。液晶に印加される電圧が小さい場
合、具体的にはしきい値電圧以下の場合、狭持される液
晶材料１５は９０°ねじれ構造になっているので、偏光
方向１９ａは液晶分子のねじれ方向に沿って９０°回転
し、透過光が下基板１４ｂに達する時、偏光方向は１９
ｂの方向になる。偏光方向１９ｂは偏光板透過軸方向１
８ｂと平行であるため、光は偏光板１６ｂを透過し、さ
らに反射層１６ｃで反射し、光が伝播した光路を再びた
どり、偏光板１６ａに達する。この時の偏光方向は１８
ａと平行なので、光は偏光板１６ａを透過する。このよ
うに液晶に印加される電圧が小さい場合、表示状態は白
表示となる。
【０００７】また電圧が印加されている場合、具体的に
は飽和電圧以上の電圧が印加されている場合、狭持され
る液晶材料１５は上基板１４ａ、下基板１４ｂにほぼ法
線方向に整列する。偏光方向１９ａは回転せず、透過光
が下基板１４ｂに達する時、偏光方向は１９ｃの方向に
なる。偏光方向１９ｃは偏光板透過軸方向１８ｂと直角
なため光は吸収されるので表示状態は黒表示となる。
【０００８】図８は従来のアクティブマトリクス液晶表
示装置に外光が入射する時の光の状態を説明する図で、
３はゲート配線で、２２はブラックマトリクスである。
法線方向から入射した外光２３ａは、ブラックマトリク
ス２２にあたると吸収されるため、ゲート配線３に光は
あたらない。斜め方向から入射した外光２３ｂはゲート
配線３の表面が金属面であるため鏡面反射し、反射光２
３ｃとなり目に入る。特に黒表示の場合には、反射光２
３ｃが光ノイズとなるためコントラストが低下してしま
う。
【０００９】従来このような問題を解決するために、図
８中、ブラックマトリクス２２の様にマトリックス状に
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3
パターン形成されたブラックマスクとカラーフィルター
が形成された対向基板を、ブラックマスクがゲート、ソ
ース、ドレイン配線およびＴＦＴとに相対するように張
り合わせることにより、配線の反射をブラックマスクに
よって覆い隠す構成となっている。
【００１０】しかし斜めからアクティブマトリクス液晶
表示装置を見た場合、配線表面からの反射光が目に入
り、特に黒色表示を行った場合には黒色が白色系に見
え、コントラストが低下し、視認性が低下するという問
題があった。
【００１１】このため、図８中、ブラックマトリクス２
２の幅を広くし斜めからの反射光をカットする方法があ
るが開口率を低下させてしまうという問題があった。ま
た配線の線幅を微細化する対策があるが、配線の断線が
原因となる製造での良品率が低下するという問題があっ
た。
【００１２】本発明は、前記課題を解決するもので、配
線表面からの光の反射をなくし、コントラストの低下が
少ないアクティブマトリクス液晶表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】このような課題を解決す
るために、本発明のアクティブマトリクス液晶表示装置
は、行列方向に配置された複数の薄膜トランジスタ素子
と、各行ごとに薄膜トランジスタ素子のゲート電極を共
通に接続したゲート配線と、各列ごとに薄膜トランジス
タ素子のドレイン電極を共通に接続したドレイン配線を
備えてなるアクティブマトリクス液晶表示装置におい
て、ゲート配線およびドレイン配線の上方に表面に溝が
形成された被覆層を設ける構成とした。このことによ
り、光の反射を少なくすることが可能になる。
【００１４】
【発明の実施の形態】本発明によるアクティブマトリク
ス液晶表示装置では、ゲート配線およびドレイン配線の
上方に表面に溝が形成された被覆層を設けたので、外光
が配線表面で反射するのを防止することができ、黒色表
示時のコントラストの低下を低減させることができる。
これは平行な溝が形成された平面格子に斜めから光が入
射する際、溝に平行な偏光成分が反射され、直角方向の
偏光成分は反射されない、という偏光の反射特性を使っ
ている。
【００１５】本発明によるアクティブマトリクス液晶表
示装置の製造方法によれば、配向膜を成膜後、配線の被
覆層を成膜する工程の後で、配向膜層と被膜層を一緒に
配向処理することにより、被覆層の表面に溝を形成する
こととした。このようにすれば、被膜層の表面には一定
方向に溝が形成される。さらに、配向工程で処理できる
ので工程を増やすことがない。
【００１６】
【実施例】以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明
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する。本発明によるOLE_LINK2アクティブマトリクス液
晶表示装置OLE_LINK2の第１の実施例を図１、図２、図
３、図４および図５を用いて説明する。図１は本発明に
よるアクティブマトリクス液晶表示装置における配線交
差部の断面図であり、ゲート配線とドレイン配線が交差
する部分をドレイン配線方向から見た断面図である。図
１に示すように、ガラス、プラスチックなどの基板１上
には、絶縁膜２ａおよび２ｂ、ゲート配線３、ドレイン
配線４、配向膜層５、被覆層６が形成されている。図２
は本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装置にお
ける配線交差部の断面図であり、ゲート配線とドレイン
配線が交差する部分をゲート配線方向から見た断面図で
ある。
【００１７】図３はゲート配線３と被覆膜６を横断した
断面図であり、ドレイン配線とは交差しない部分の断面
図である。図４はドレイン配線４と被覆膜６を横断した
図であり、ゲート配線とは交差しない部分の断面図であ
る。図３、図４の様に、被覆膜６はゲート配線、ドレイ
ン配線を覆うように成膜される。
【００１８】図１、図２、図３、図４はゲート配線およ
びドレイン配線と、被覆層を横断した断面図であり、被
膜層６は配向膜層５の上に成膜され、かつゲート配線お
よびドレイン配線の上方に格子状に成膜される。
【００１９】図５は被覆層形成の製造工程を説明する図
であり、図３で説明したゲート配線上の被覆膜６を横断
した図である。はじめに、配向膜となる材料をオフセッ
ト印刷あるいはスピンナーにより絶縁膜２ｂ上に成膜す
る。そして、クリーンオーブンで焼成することにより、
図５（ａ）に示すように、配向膜７を形成（配向膜成膜
工程）する。次に、ゲート配線およびドレイン配線を覆
うように溶媒で希釈されたポジ型の感光性樹脂８を塗布
する。そして感光性樹脂８を塗布した基板を、ホットプ
レートなどのベーク処理装置上に置き、加熱することに
よって溶媒を蒸発させ、図５（ｂ）に示すように、感光
性樹脂層を成膜する（感光性樹脂成膜工程）。次に、図
５（ｃ）に示すように、被覆層以外を露光させるマスク
９を用いて紫外線１０を照射し、感光性樹脂８を感光さ
せる（露光工程）。マスク９中、マスク部分１１で紫外
線１０をカットし、ゲート配線およびドレイン配線を覆
う様な位置に成膜する。そして、露光処理をした基板に
現像液等の薬液処理（現像工程）を行い、感光した部分
の樹脂を溶解させ、図５（ｄ）に示すように、被膜層６
を形成する。最後に、ベーク処理を行ってこの樹脂を硬
化させる（ベーク工程）。なお、上述した例ではポジ型
フォトレジストを用いて説明したが、遮光性樹脂がネガ
型の感光性樹脂の場合でも同様な効果が得られる。次
に、図５（ｅ）に示すように、配向材料１２をロール表
面に形成したラビングロール１３で、基板１を一定方向
にラビング処理する。この時、被膜層６の硬度は配向膜
７の硬度より低くなるようにする。通常、配向膜７の鉛
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筆硬度はＨ以上とし、被膜層６の硬度はＢ以下になるよ
うに前記ベーク条件を設定する。このように硬度を設定
することにより、被膜層６表面には一定方向に溝が形成
されるが、配向膜７表面には目視で確認できる溝は形成
されず、液晶分子が一定方向に整列する処理が行われ
る。
【００２０】図９は本発明のアクティブマトリクス液晶
表示装置の光学軸を説明する図である。図９（ａ）中の
１７ａは図４の上基板１４ａのラビング方向、１７ｂは
下基板１４ｂのラビング方向である。図９（ｂ）中の、
１８ａは上基板１４ａ上の偏光板の透過軸方向、１８ｂ
は下基板１４ｂの下の偏光板の透過軸方向である。ラビ
ング方向１７ａと透過軸方向１８ａは平行、ラビング方
向１７ｂと透過軸方向１８ｂは平行、ラビング方向１７
ａと１７ｂはほぼ９０°である。図５のラビング工程で
形成された被膜層６上の溝の方向２４は、１７ｂのラビ
ング方向と同一である。
【００２１】図９（ｃ）に、光の偏光方向を示す。白表
示の場合、液晶に印加される電圧が小さい場合、具体的
にはしきい値電圧以下の場合、外光は偏光板１６ａを透
過した後、偏光方向は１９ａ方向となり、狭持される液
晶材料１５は９０°ねじれ構造になっているので、偏光
方向１９ａは液晶分子のねじれ方向に沿って９０°回転
し、透過光が下基板１４ｂに達する時、偏光方向は１９
ｂの方向になる。偏光方向１９ｂは、被膜層６上の溝の
方向２４と平行なため、光は反射され再度液晶材料１５
を透過した後は、光の偏光方向は１９ａとなる。光は偏
光板１６ａを透過して目に入る。白表示の場合、ゲート
配線あるいはドレイン配線で反射が発生しても反射率が
高くなることなので表示状態が明るくなり問題にはなら
ない。一方、黒表示の場合、すなわち電圧が印加されて
いる場合、具体的には飽和電圧以上の電圧が印加されて
いる場合、偏光方向１９ａは回転せず、透過光が下基板
１４ｂに達する時、偏光方向は１９ｃの方向になる。偏
光方向１９ｃは被膜層６上の溝の方向２４と直角なた
め、斜めに入射した光は反射されない。よって黒表示で
コントラストが低下することがなくなる。
【００２２】図１０は本発明のアクティブマトリクス液
晶表示装置に外光が入射する時の光の状態を説明する模
式図で、ゲート配線３を覆うように被覆層２５が設けら
れている。斜め方向から入射した外光２３ｂは、ゲート
配線３を覆っている被覆層２５にあたると、図７で説明
したように、光の偏光方向と被膜層２５上の溝の方向が
直角なため光の反射が発生しなくなる。
【００２３】図１０はゲート配線の場合だが、ドレイン
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配線についても同様に光の反射が発生しなくなる。
【００２４】被覆層２５上に形成された溝の方向を、黒
色表示させた時に外光が被膜層に達した場合の光の最大
振幅方向に直角方向に形成することにより、もっとも反
射が少なくなる。
【００２５】被覆層上の溝は、１ミリメートル当り１０
００から５０００本の平行な溝を等間隔に付けた時、配
線金属表面の反射光が最も少なくなった。
【００２６】
【発明の効果】以上述べてきたように、本発明によれ
ば、配向膜上に被覆層を設け、配向膜と被覆層を一緒に
配向処理するという簡単な方法で、従来のアクティブマ
トリクス液晶表示装置で問題となっている、配線金属表
面からの入射光の反射を、黒表示時になくし、コントラ
ストの低下をなくし、表示品位を改善することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装
置の配線交差部を示す断面図。
【図２】本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装
置の配線交差部を示す断面図。
【図３】本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装
置のゲート配線部分を示す断面図。
【図４】本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装
置のドレイン配線部分を示す断面図。
【図５】本発明によるアクティブマトリクス液晶表示装
置における被覆層形成の製造工程を説明する模式図。
【図６】アクティブマトリクス液晶表示装置の断面模式
図。
【図７】従来のアクティブマトリクス液晶表示装置の光
学軸を説明する図。
【図８】従来のアクティブマトリクス液晶表示装置に外
光が入射する時の光の状態を説明する図。
【図９】本発明のアクティブマトリクス液晶表示装置の
光学軸を説明する図。
【図１０】本発明のアクティブマトリクス液晶表示装置
に外光が入射する時の光の状態を説明する図。
【符号の説明】
１  基板
２ａ、２ｂ  絶縁膜
３  ゲート配線
４  ドレイン配線
５  配向膜層
６  被覆膜
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